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１ 平塚地域の特色

（１）農業面
神奈川県下有数の農業の盛んな都市

・相模川と金目川の下流域に発達した平野と丘陵地

・神奈川県下1位の生産量を誇る稲作や酪農、養豚を

中心とした畜産業、地の利を生かした形の野菜生産

・認定農業者（経営規模の拡大や労働条件の改善を目

指す）は県下第3位の220経営体（平成29年3月31日現在）

・「湘南地域担い手育成総合支援協議会」認定農業者

のサポート、農業の活性化を図っている。

農家世帯数 1671戸 専業農家
比率
24.6%

専業 411戸

兼業 670戸

自給的 590戸

田 畑 樹園地 計
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水稲 きゅうり トマト 小松菜 ほうれんそう 里いも

平成27年
2,780トン

平成18年
3,030トン

平成18年
930トン

平成18年
979トン

平成18年
662トン

平成18年
961トン

（2015世界農林業センサス）

全国 平塚市

身体障がい者 4,360,000人 8,138人

知的障がい碍者 1,082,000 1,980人

精神障がい者 4,193,000人 4,591人

合計 9,635,000人 14,709人

総人口比 7.6％ 5.7％

（２）障がい福祉面

農業就業人口 1,891人

男 983人

女 908人

平塚市障がい福祉課調べ（H31年3月31日現在）

（全国）令和元年版障害者白書、平成 31 年４月総務省統計局人口推計月報



２ 農福連携を進める上での課題、その対応策

(1)農業者への対応 (2)障がい者支援施設への対応 (3)残された課題

※R3.6.26 コーディネーター養成講座にて
島根県農業技術センター 技術普及部 宮廻克己様の資料抜粋

(1)コーディネーターの位置付けと役割、事業終了後のコーディネーターの立ち位置
(2)受け入れ可能な農家がどの程度あるかどうか



【目 的】
障がい者の就労機会の確保・工賃向上、農業の担い手の
確保という課題を解決するため、農福連携の推進を通じ
て、「誰もが支え合い、受け入れ合う持続可能な共生社
会の実現」を図ることを目的とする。

【事業期間】
令和４年４月１日から令和５年３月31日まで

（令和４年度までの事業）

【年度目標及び見込み件数】
令和４年度：コーディネーター養成12名
（令和2年・3年度のコーディネーターを対象とする）
就労機会の創出(延べ日数）150日、マッチング件数5件

【想定とする参加者】
農業関係者及び障がい者福祉関係者、興味のある市民

【予算】1,254,000円

【事業内容】
湘南NPOサポートセンターは、神奈川県・平塚市・JA湘
南と連携・協働し、誰もが支え合い、受け入れ合う持続
可能な共生社会の実現に向けて、以下の農福連携マッチ
ング等支援事業を行う。

(1)農福連携コーディネーター人材育成研修講座の開催
第１回：令和4年5～6月
第２回：令和4年6～7月

(2)農福連携コーディネーター情報交換会の開催
（適宜）

(3)農福連携の先進事例の視察（スタディツアー）実施
（11月）

(4)障がい福祉サービス事業所・社会福祉法人・障がい
者を雇用する企業等と、農業者とのマッチングの場
づくり（年間を通して適宜）

(5)農福連携コーディネーターの派遣に関する事務
（適宜）

※イベントは農家の一般的な農繁期及び障がい者施設の
催事時期を避けて実施

３ 令和４年度 農福連携マッチング等支援事業 事業計画（平塚地域）



４ 令和４年度 農福連携コーディネーター養成講座（２回連続講座）

(1)第１回5月14(土)
14:00～16:30

「農福連携の実践事
例と平塚市における
今後の展望につい
て」

講師：加藤 貴一氏
(JOBコーチ）
新井 亮祐氏

(株式会社てし
お夢ふぁーむマ
ネージャー)

参加者：27名（一般参加15名)
就労継続支援A型の特例子会社が農園
経営ﾓﾃﾞﾙで農福連携に取り組んだ事
例と、関東近郊で農福連携をさらに
推進するための
現状と課題について言及。土地取得
段階で高ハードル。何をしてもらお
うではなく、何ができるか、何をす
るかを引き続き模索していく。

(2)第２回6月18(土)
14:00～16:00

「農福連携コーディ
ネーターの仕事 ー
理想に近づくため
にー」

※講演はオンライン
で実施。

講師：濱田 健司氏
東海大学教授・前一
般社団法人JA共済総
合研究所主任研究員

参加者：24名（一般参加15名)
農福連携は農業における労働力不足
と、障がい者の新たな就労の場の開
拓という、両者の課題解決を背景に
発足した。⇒
＊農福連携から農福商工連携へ
＊教育・体験などを提供する新しい
農業
＊地域で共に生き、助け合う社会の
実現

※２回の講座で６名が新コーディネーターとして登録した。
※令和2年度3名、3年度10名 4年度6名＋１名(前年度未登録者) 計20名の登録



●農福連携コーディネーター情報交換会
R4.  3.17：5名 オンライン会議
R4.  4.27：3名 オンライン会議
R4.  5.14：6名 第1回コーディネーター養成講座
R4.  6.18：5名 第2回コーディネーター養成講座
R4. 9.  4：9名 オンライン会議
R4.11.23: ５名 オンライン会議
適宜LINEによる情報交換

３ コーディネーターとの情報交換

〇次の行動のヒントが得られ、モチベーションアップに繋がった。
▼会議の時間設定が難しい
▼オンライン会議のZoom操作の壁
▼コーディネーターの仕事内容が現実的に厳しい

例 土日は福祉事業所は休みであるため、休日を活用しづらい
農家や福祉作業所の実態は十人十色であり、対応が難しい
ほぼボランティアとして動ける範囲は限定的 等



４ 令和４年度 マッチングの場づくりについて

昨年度は１２月に市民活動センターを会場にして、農業関係者と福祉事業者及びコーディネーターが一
同に会して実施したが、特に農業従事者の参加が少なく成果が限定的であった。その要因の一つには、農
福連携の理解がまだまだ周知されていないことが考えられる。そこで、本年度は以下のような体制で臨ん
だ。

時期：年間を通して適宜

方法：コーディネーターやJA湘南などからの情報をもとに各福祉施設と連絡を取り合い、まずトライアルや研修を実
施する。その後、作業内容や作業場所（農場・福祉施設・等）、対価等について具体的な内容について詰めて
いく。

その他
１月（予定）にマッチングの事例報告会を開催し、取り組みの成果を共有するとともに今後の事業の展開につい
て意見交換をしていく。

対象：ＪＡ湘南ＴＡＣ職員、農業従事者、各福祉施設職員、農福連携コーディネーター



令和４年度 農福連携フォーラムの開催

これまでの取組みを通して、様々な農福連携の在り方を模索してきた。
□定期的（週〇回、△月～◇月、等）な就労（湘南小巻ファーム、草川農家、岩田農園）
□トライアル、農業体験（いかす農園、farm303、高橋花園）
□農地を障がい者福祉施設が耕作する。（関谷農園）
□加工商品（岩田農園）

そこで、農福連携を実践している農家・福祉施設、コーディネーターがこれまでの成果を
発表し合い、今後の事業の展開やJA・行政等との連携について意見交換の場を設けた。
農福連携フォーラムは、マッチングの場でもあったことから日常的な場づくりに加えて
開催した。

日時：１月２８日（土）１４：００～１６：３０

方法：①基調提案：農福連携の成果と課題
講師：東海大学教授 濱田健司氏

②パネルディスカッション（各パネリストは、自己紹介後に簡単に実績を紹介）
③参加者との質疑応答・情報交換
④まとめ ※農業者と福祉事業者とのマッチングの場を設ける

対象：①農福連携に関心のある農家、障がい者支援団体等
②ＪＡ湘南職員（TAC職員他）
③平塚市農水課・障がい福祉課職員
④神奈川県子どもみらい共生推進本部室職員

参加者総数：５８名



・濱田健司氏による基調講演「農福連携の意義とこれから」では、初めて参加された方からこれから
の農福連携の在り方を考えている方まで理解が深まる内容で講演していただいた。

・パネルディスカッションは、農福連携にいろいろな形式で取り組んでいる事例を紹介した。
・終了後も名刺交換・情報交換を行っている姿があちらこちらで見られ、今後のマッチングにも期待
が持てた。



＜参加者からのアンケートより＞

・農福連携のｲﾒｰｼﾞが良くなった。濵田先生の話しが良かった。
実践例がたくさんあって良かった。成果と課題がわかった。

・農福連携ﾏｯﾁﾝｸﾞ等事業について、現在３地区で実施されている。
この取組を県内各地域で広がっていくと良いと思う。行政側と
して、農政部局にも積極的に参画していただきたい。これから
も農福連携に積極的に関わっていきたいと感じている。

・大変勉強になりました。福祉事業所の取り組みの現状とﾒﾘｯﾄﾃﾞ
ﾒﾘｯﾄがあり、これから解決に向けた幅広い取り組みが必要だと
強く感じた。

・具体例と現状が良く分かりました。今後県域全体で広げていた
だきたい取り組みと思います。

・今後もこのようなフォーラムをやってほしい。

等々多くの感想をいただくことができましたが、今後
の課題の解決に向けた幅広い取り組みの必要性を感じま
した。



５ 令和４年度 農福連携スタディツアー

３

月

７

日

（

火

）

９

時

～

13

時

①宮村農園
秦野市北矢名

・ポイント①

就労支援施設との連携で利用者のみなさんにみかんの収穫、
剪定、保存のために保管庫へ運ぶなど、秋から冬にかけて作
業をお願いしている。

・ポイント②
障がい者にマッチした無理のない作業工程と丁寧な指導

②柏農園
平塚市南金目

・ポイント①
農福連携で農業を活性化したい

・ポイント②
効率的な農業実践

③みんなの家ミミ
秦野市曽屋

・ポイント①
障がい者の就労の場として適した立地と設備

・ポイント②
バランスの取れた農業と福祉の在り方



※参加者アンケート結果（抜粋）
・宮村さんの説明が分かりやすく、農福双方がお互いに思い合って作業できていることが伝わりました。鬱
などから回復につながった事例など具体的なお話が聞けてよかったです。

・ミスやロスを無くすこと、コミュニケーションの取り方など。無理せず一人一人に合う内容、作業を考え
ていらしてスゴイ。行政ー農家ー福祉がしっかり連携してしているなという参考事例。

・「利用者さんに楽しんでもらう」という強い思いを足立さんが持っていらっしゃって、様々無理し過ぎな
いように展開されているのが印象的でした。

・驚きがたくさんありました。人と一緒に農業をやっていきたいとの思いや、新たなテクノロジーや技術を
積極的に取り入れる姿勢がとてもすばらしかったです。

宮村農園のみかんの収穫 柏農場で土木作業も行います
みんなの家の前に広がる畑



▼コーディネーター
新規登録者数
７名（合計20名）

※８月に追加
▼派遣回数

１４回

６ 令和４年度の取り組みの実績（３月１６日現在）

（１）コーディネーターの派遣

月 延べ人数 派遣日 派遣場所

4 2 4/6、4/12 いかす農園、はーとふる農園愛川

5 3 5/11、5/18 いかす農園、せきや農園、田村地区水利組合(ジャンボタニシ駆除)

6 2 6/14、6/16 岩田農園、farm330

7 2 7/13、7/29 田村地区用水路（ジャンボタニシ駆除） 岩田農園

8 2 8/9、8/24 岩田農園、高橋花園

9 0

10 0

11 1 11/28 キルクももはま

12 2 12/2、12/8 キルクももはま

1 0

2 0

3 0

計 14



▼新規就労日数
１７１日

▼延べ人数
５６４人

（２）新規就労者数（延べ日数・人数）

月 日数 延べ人数 農業者 障がい福祉サービス事業所等

4 12 38 いかす農園、せきや農園 スタジオ・クーカ ※トライアル

5 16 52 いかす農園、せきや農園 スタジオ・クーカ

6 20 67 いかす農園、せきや農園、Farm330 スタジオ・クーカ、茅ヶ崎プラーナ湘南 ※トライアル

7 17 41 いかす農園、せきや農園 スタジオ・クーカ、

8 12 40 いかす農園、せきや農園、湘南小巻ファーム、岩田農園 スタジオ・クーカ、キルクももはま、みんなの家ミミ

9 14 46
いかす農園、せきや農園、湘南小巻ファーム、岩田農園、
草川農家

スタジオ・クーカ、キルクももはま、みんなの家ミミ

10 10 33
いかす農園、せきや農園、湘南小巻ファーム、岩田農園、
草川農家

スタジオ・クーカ、キルクももはま、みんなの家ミミ

11 25 79
いかす農園、せきや農園、湘南小巻ファーム、岩田農園、
草川農家

スタジオ・クーカ、キルクももはま、みんなの家ミミ

12 12 39
いかす農園、せきや農園、湘南小巻ファーム、岩田農園、
草川農家

スタジオ・クーカ、キルクももはま、みんなの家ミミ

1 10 34
いかす農園、せきや農園、湘南小巻ファーム、岩田農園、
草川農家

スタジオ・クーカ、キルクももはま、みんなの家ミミ

2 14 60 いかす農園、せきや農園、湘南小巻ファーム、柏農園 スタジオ・クーカ、みんなの家ミミ

3 9 35 いかす農園、せきや農園、湘南小巻ファーム、柏農園 スタジオ・クーカ、みんなの家ミミ

計 171 564



▼新規マッチング件数
８件

（３）マッチング件数
月 件数 農業者 障がい福祉サービス事業所等

4 1 いかす農園 スタジオ・クーカ ※トライアル

5 1 せきや農園 スタジオ・クーカ

6 2 岩田農園、farm330
キルクももはま、

茅ヶ崎プラーナ湘南 ※トライアル

7

8

9 1 小宮農園 キルクももはま

10 1 高橋花園 はたらっくひらつか※体験実習

11 1 岩田農園
はたらっくひらつか

※職員がジョブコーチの実習

12

1

2 1 せきや農園 グランデ平塚

3

計 8

※まだ正式にはマッチングされていませんが、以下の農家・福祉事業所との話が進んでいます。

△大森農家が５０アールの畑でコマツナを栽培し、福祉事業所に依頼希望。

△山田及び笹尾農家が空心菜の袋詰めを福祉事業所に依頼希望



7 その他（啓蒙活動）

・JA湘南の機関紙【SHONAN】で、福祉事業所「キルクももはま」やFarm３３０（笹尾農家）が農福連携の取組み
で紹介されました。



その他（啓蒙活動）

・農福連携のHPを作成中です。



8  振り返り及びアドバイス

〇情報収集は、適材適所から。今回、各農家の実情をよく知るJA湘南の職員からたくさんの情報
をいただき大変助かりました。

〇農家や福祉関係の方がコーディネーターになっていると、各々その分野についてイメージが持
てるため動きやすいと思われる。

〇性急に就労に就かせることより、トライアルをしながら利用者さんの適性を見極めてマッチン
グすることの大切さがわかってきた。

〇フォーラム＋スタディーツアーの実施により市内外に農福連携への関心がより高まってきた。
また、関係者のネットワークが深まり情報が集まりやすくなってきたため、令和5年度の事業
に期待ができる。また市社協や神奈川県社会福祉士会等との連携・協力によって更なるマッチ
ングも期待できそうである。農福連携の輪が広がって来ていることを実感している。

〇多くの方に農福連携を知ってもらうには啓蒙活動は大変重要であることが分かった。今後もい
ろいろな形で情報発信していきたい。

▼これまで、福祉サイドからの就労のニーズが多いと思っていたが、現在、農家さんのニーズが
高まっている。今後は、障がい者支援団体の方からの情報を丁寧に聴き適正に応じたマッチン
グができるようにしていきたい。

▼福祉作業所間のネットワークがまだ十分でないことが分かった。今後、障がい福祉課や社協等
と連携し、スムーズかつ正確な情報を得られるよう連携を深めていきたい。

▼２０名の方がコーディネーターになっていただいているが、まだその人材を活かせていない。
コーディネーターに掛かる負担とやりがいの両立を目指したい。
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